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　社会参加を目的として働く主婦等の在宅・NPO 系 SOHO ワーカは，発注者の信用を得るためにSOHO
グループを結成し，分担作業を行うことが多い．しかし，家事・育児・介護などから開放される不規
則な時間を利用して各家庭で分担作業を行うため，メンバ間で十分なコミュニケーションを取ること
ができず，行き違いが発生することもある．筆者らは，人の存在や気分に関する情報等のコミュニケー
ションメッセージとしては明示されない「手がかり情報」を常時通信し合うことで，離れた場所にい
る相手と何となくつながっていると感じる「つながり感通信」を提案している．本稿では，離れた場
所で働く仕事仲間の間で手がかり情報を共有することにより，メンバ間のコミュニケーションを円滑
にし，離れた場所で働くことに対する心理的負担を軽減するためのコミュニケーション支援システム
を提案する．また，主婦SOHO ワーカで構成されるSOHO グループが, 支援システムを使用しながら
分担作業を行う実証実験により，支援システムのSOHO グループに対する有効性を確認できた．
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    The SOHO workers working at home for the purpose of social participation organize a SOHO group in order to
obtain the trust of clients. Among such SOHO group, however, SOHO workers do assignment work at each home
using the time set free from looking after an aged relative, housekeeping, or child-rearing, so they cannot have
sufficient communication, and have some misunderstanding among the members. We have proposed “TSUNAGARI
communication” , aimed at providing a sense of propinquity to people living apart, by communicating the “cue
information”  unspecified as a message, such as existence information and environment information, at all times.
In this paper, we propose the communication support system aiming at carrying out smooth communication and
mitigation of a mental burden by sharing the information about mood or existence among the work friends who
work in the distant place. Moreover, we verified the validity of the proposed system based on the concept of
“TSUNAGARI communication” by the field test.
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1 .1 .1 .1 .1 .　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに　はじめに
　IT（Information Technology）の発展は，電
子商取引等の情報ビジネスやSOHO（Small Of-
fice/Home Office）といったワークスタイルに
大きな変革を与えており，主婦や高齢者等がイン
ターネットを利用して社会参加する機会や，才能
のある人達が起業する機会など個人の可能性を広
げている[1]．また，技量はあるが営業や経営は
やりたくないというSOHO ワーカを支援し，企業
のアウトソーシングニーズに応えるSOHO 仲介事
業が，新たなビジネスと登場してきている[2]．
　分散環境で働く人のコミュニケーションやコラ
ボレーションを支援するための研究として，コン
ピュータ支援と協同作業の視点から組織的，社会
的影響を調査するCSCW (Computer-Supported
Cooperative Work)の研究が行われている［3］
［4］．また，グループでの協調作業を支援するソ
フトウエアとしてグループウェアがある[5]．
　CSCWやグループウェアの研究目的は，主に，協
同作業における生産性の向上であった．一方，
我々の日常生活は，大量生産，大量消費の時代か
ら心の豊かさの時代へと変化している．そのた
め，目的達成や成果のためにコミュニケーション
行為を誘発させることよりも，コミュニケーショ
ン行為自体が，社会とのつながりを維持し，より
豊かな人間関係を築くということにおいて大きな

役割を果たしていることに注目が集まりつつある
［6］．特に，育児・家事・介護等の理由により社
会と離れなければならなかった主婦は，働くこ
と，仲間を作ることなどの社会参加を目的として
在宅・NPO系SOHOワーカ[7]となり，コミュニケー
ションの機会を創出し，社会とのつながりを維持
しようとしており，このような市民ニーズに対応
した支援サービスも必要となってきている．
　我々は，豊かな人間関係や社会とのつながりを
維持，構築することを目的としたコミュニケー
ションスタイルの研究を行っており，文字や映像
等の明示的な情報と同様に，存在や気分等の手が
かりとなる情報をコミュニティ内で共有すること
により，「何となくつながっている」という感覚
をもたらす「つながり感通信」を提唱している
[8]．また，離れた場所で暮らす家族に対して，つ
ながり感通信を適用した場合，家族の絆はより強
くなる傾向にあることが報告されている[8]．同
様に，「何となくつながっている」という感覚は，
離れた場所で働く仕事仲間に対しても，コミュニ
ケーションや人間関係の面で，何らかの効果をも
たらすのではないかと考えられる．
　本稿では，主婦等の在宅・NPO系 SOHOワーカで
構成される仕事仲間をターゲットとし，「つなが
り感通信」が，離れた場所で働く仕事仲間のコ
ミュニケーションや人間関係にどのような影響を
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与えるかについて検討する．まず，主婦SOHOワー
カに対するインタビュに基づいたSOHO グループ
内のコミュニケーションに対する課題について述
べ，次に，「つながり感通信」の観点に基づいて,
課題に対する支援方法を適用したSOHO グループ
の支援システムを提案する．さらに，主婦 SOHO
ワーカ5 名で構成されるSOHO グループが支援シ
ステムを使用しながら分担作業を行う実証実験を
行い，支援システムおよび「つながり感通信」の
有効性について検討した結果について報告する．

2.2.2.2 .2 .　在宅　在宅　在宅　在宅　在宅・・・・・NPON P ON P ON P ON P O 系系系系系 SOHOS O H OS O H OS O H OS O H O の課題の課題の課題の課題の課題
　SOHO ワーカを支援する一般的なサービスとし
て，SOHO仲介事業がある．図1に示すように，SOHO
仲介事業者は，営業行為の代行，信用の代理機能
のほか，金融，福利厚生，教育の面での支援を行
う[2]．このようなサービスは，主に知識創造型
業種のSOHOワーカを対象としたサービスであり，
主に社会参加を目的とする主婦や定年退職者等の
在宅・NPO系SOHOワーカに対して，十分なサービ
スであるとは言い難い．例えば，在宅・NPO系SOHO
ワーカは，作業発注者からの信用や信頼を得るた
めに個人事業者としてではなく，何人かの SOHO
グループとして作業を請け負うため，仕事仲間と
のコミュニケーションも重要となる．
　実際，主婦SOHOワーカにSOHOグループでの課
題についてインタビュを行ってみると，
　・メンバの状況がわからないのでコンタクトを
取るタイミングがつかみにくい
　・他のメンバといっしょに仕事をしているとい
う感覚がない．
というグループ内のコミュニケーションに対する
課題があることがわかった．
　また，主婦は，育児・家事・介護等から開放さ
れる不規則な時間を利用して作業を行うため，
　・仕事ができる時間に仕事がほしい
　・急な用事ができた時は代わってほしい
などの勤務時間の柔軟性に対する要望もある．し
かしながら，「空いた時間にお小遣い稼ぎ」とい
う意識では発注者の信頼が得られないため，SOHO
グループ内において責任ある仕事の割り当て，引
継ぎができる仕組みと，メンバ間のコミュニケー
ションを支援する仕組みをSOHO 仲介事業の中に
取り入れることが望ましい．

33333．．．．．　　　　　SOHOSOHOSOHOSOHOSOHO グループグループグループグループグループ・・・・・コミュニケーション支援コミュニケーション支援コミュニケーション支援コミュニケーション支援コミュニケーション支援
システムシステムシステムシステムシステム
　第3章では，第2章で挙げた「コミュニケーショ
ン」および「仕事の割り当て」に関する課題につ
いて，つながり感通信の観点から支援方法を検討
したSOHO グループ・コミュニケーション支援シ
ステム（以下，支援システムと呼ぶ）を提案する．
3 . 13 . 13 . 13 . 13 . 1　コミュニケーション支援　コミュニケーション支援　コミュニケーション支援　コミュニケーション支援　コミュニケーション支援
　分散環境で働くメンバ間のコミュニケーション

においては，相手の状況がわからないためにコン
タクトのタイミングがつかめない，メンバといっ
しょに仕事をしているという連帯感がない等の課
題があることがわかった．離れた場所でのコミュ
ニケーションにおいては，明示的な情報のみでは
なく，存在や気分等の手がかりとなる情報のやり
取り（つながり感通信）も重要である[7]．ここ
では，つながり感通信の概念に基づくコミュニ
ケーションの支援方法を示す．
　図2は，提案する支援システムにおいて，各SOHO
ワーカがグループメンバと共有するコミュニケー
ション支援画面を示している．各アイコンがSOHO
グループに属する各 SOHO ワーカを表し，SOHO
ワーカが支援システムにログインするとメンバ全
員の共有画面にログインした SOHO ワーカのアイ
コンが表示される．ログイン時，アイコンは「仕
事中」の0分の位置に表示され，時間の経過とと
もに上方向に上昇する．また，SOHOワーカが仕事
を中断する場合は，「仕事以外」のエリアに自分の
アイコンを移動する．この場合もログイン時と同
様に，アイコンは「仕事以外」の0分の位置に表
示され，時間の経過とともに上方向に上昇する．
仕事中／仕事以外の位置により，メンバが仕事を
しているかどうか，経過時間により現在の状況が
どのくらい続いているかを知ることができる．
　また，各SOHO ワーカはコミュニケーション意
欲に関する気分を他のメンバにアイコンの表情
で伝えることができる．操作方法は図2 右上の
気分に関するアイコンをクリックするのみであ
る．初期状態は普通の表情であるが，コミュニ
ケーションを取りたい，話しかけられてもよい
といった場合には，「話しかけて」を選択し，仕
事に集中したい，話しかけてほしくないという
ときは「一人にして」を選ぶことができる．
　このように，支援システムでは，仕事中／仕事
以外の状態，仕事を開始／中断してからの経過時
間，および現在のコミュニケーション意欲に関す
る気分をメンバ間で共有する．これら3つの情報
によって，SOHOワーカは，相手が仕事をしている
時を見計らってコンタクトを取ったり，仕事を開
始してから，あるいは仕事を中断してから間もな
い時間帯のコンタクトを控えたりすることが推測
される．さらに，相手の気分に応じて，コンタク
トを取るべきかどうかの判断を行うことも考えら
れる．また，同じ時間に他のメンバが仕事をして
いることやメンバの気分を知ることにより，安心
感や連帯感が創出される可能性がある．

図2 コミュニケーション支援画面図1 SOHO 仲介事業
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3 . 23 . 23 . 23 . 23 . 2　柔軟な仕事の割り当て　柔軟な仕事の割り当て　柔軟な仕事の割り当て　柔軟な仕事の割り当て　柔軟な仕事の割り当て
　主婦層のSOHO ワーカは，家事・育児・介護等
から開放される不規則な時間を利用して在宅勤務
をするため，子供が熱を出す等のハプニングに
よって急なスケジュール変更を余儀なくされる．
そのため，都合のよい時間に働けることや，困っ
たときに代理SOHO ワーカに仕事を代わってもら
えることに対するニーズがある．しかしながら，
SOHO ワーカの責任感や意識が低くなってしまっ
ては，作業発注者に対する信頼関係が築けない．
本システムでは，各SOHO ワーカが予め働きたい
（責任の持てる）時間を登録し，仲介事業者等の
作業進捗管理者は「働きたい」と登録している人
に優先的に仕事を割り当てるという機能を持たせ
ている．万一，急なスケジュール変更が生じた場
合でも，作業進捗管理者は，その時間帯に「働き
たい」と登録している他のSOHO ワーカ，あるい
は「予定のない」SOHOワーカを検索し，代理ワー
カとして仕事を割り当てる．これにより，作業進
捗管理者が作業進捗について，作業担当者が割り
当てられた作業について責任を持つことにより，
SOHO グループ内の作業分担の円滑化と作業発注
者への信頼の向上が期待できる．
　図3は，本システムにおいて作業進捗管理者が
使用するSOHO ワーカの検索設定画面である．作
業進捗管理者であるSOHO 仲介事業者等が仕事の
割り当てを行う場合，日付，時間帯（1時間単位
複数選択可能）を指定し，指定した時間帯に「働
きたい」あるいは「予定のない」SOHOワーカを検
索することができる．検索結果は図4のように表
示され，作業進捗管理者は，「働きたい」と登録
している人に優先的に仕事を割り当てることがで
きる．また，代理が必要な場合も同様に「働きた
い」，あるいは「予定のない」SOHOワーカを検索
することができる．このような機能は，作業進捗
管理者と作業担当者が互いに責任を持ち，グルー
プ内で円滑に作業を分担するための支援に利用で
きると考えられる．

4 .4 .4 .4 .4 .　実証実験　実証実験　実証実験　実証実験　実証実験

　第3章では，SOHOグループにおける課題に対し
て，「つながり感通信」の概念に基づいたコミュ
ニケーション支援と柔軟な仕事の割り当てを目的
とした支援システムを提案した．第4章では，支
援システムの有効性を検証するために行った実証
実験について述べる．
4. 14 . 14 . 14 . 14 . 1　実験モデル　実験モデル　実験モデル　実験モデル　実験モデル
　図5に実証実験の実験モデルを示す．実験モデ
ルでは，実際に，作業発注者がSOHO 仲介事業者
を介してSOHO分担作業をSOHOグループに依頼す
る．この環境において支援システムを導入した．
30 歳代の主婦5 名が支援システムを利用しなが
ら，SOHO による分担作業を行った．作業内容は
ホームページ（HP）作成であり，企画から納品ま
でを7週間で行った．また，便宜上仕事の割り当
ては，SOHOグループのリーダが行った．詳細な手
順は以下に示す．

　①作業発注者からSOHO仲介事業者にHP作成依
頼し，仕様を説明する．
　②SOHO仲介事業者とSOHOグループ間で作業の
工数見積もりを行う．
　③分散環境において，SOHO グループ全員でHP
の企画書を作成する．
　④企画書案を作業発注者に提出し，詳細な仕様
を決定する．
　⑤作業発注者と SOHO 仲介事業者間で契約が成
立する．
　⑥作業の割り当てを S O H O グループのリーダ
（作業進捗管理者）が行う．
　⑦ SOHO グループで，支援システムの利用しな
がら，意見等のやり取りを行い，分担作業を行う．
　⑧ 7 週間で納品を行い，実験を終了する．

　表1に実験のスケジュールを示す．表中の番号
は，図5および上記の手順を示している．支援シ
ステムの運用は，第2週から第6週までとし，シ
ステム導入前，導入中，撤去後の合計3 回，5名
のSOHO ワーカにインタビュを行った．

4 . 24 . 24 . 24 . 24 . 2　システム構成　システム構成　システム構成　システム構成　システム構成
　図6に実証実験のシステム構成を示す．本シス
テムは，SOHO ワーカのプロファイルおよびスケ
ジュール等に関するデータベースを管理する管理
サーバと，各SOHO ワーカが使用するクライアン
ト PC，およびインターネットなどの IP ネット
ワークにより構成される．各SOHOワーカはWWWブ
ラウザを用いて管理サーバにアクセスし，SOHO
グループメンバとの状況の共有や働きたい時間の
登録ができる．また，SOHOグループリーダ（作業
進捗管理者）も，WWW ブラウザを用いて作業進捗

図3 SOHO ワーカ検索設定画面

図4 検索結果表示画面

図5 実験モデル

表1 実証実験のスケジュール
第4週第3週 第7週第6週第5週第2週第1週 第4週第3週 第7週第6週第5週第2週第1週

システム運用期間
① ② ③ ④ ⑤⑥⑦ ⑧

インタビュ

日付の設定

時間の設定

検索結果

SOHOSOHOSOHOSOHO
グループグループグループグループ

リーダ
作業発注者

SOHO
仲介事業者

④企画提案
⑧納品

②作業見積もり

①HP作成依頼
⑤契約

⑥仕事の割り当て ③HPの企画
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リーダ
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管理者専用ページにアクセスし，仕事をしたい人
や代理のSOHO ワーカを検索することができる．

4. 34 . 34 . 34 . 34 . 3　評価項目　評価項目　評価項目　評価項目　評価項目
　実証実験を行うにあたり，第2章で挙げた課題，
第 3 章で提案した支援システムの効果を考慮し
て，以下のような仮説を設定した．
　
　（仮説1：コミュニケーション効率）　仕事中／
仕事以外の状態，仕事を開始／中断してからの経
過時間，およびコミュニケーション意欲に関する
気分をメンバ間で共有することにより，SOHO グ
ループ内のコミュニケーションにおいて，コンタ
クトのタイミングが良くなり，コミュニケーショ
ン効率が向上する．
　（仮説2：つながり感）　仕事中／仕事以外の状
態や気分を共有することにより，同じ時間に他の
メンバが仕事中であることや，どのような気分で
あるかを知り，SOHO グループ内に安心感や連帯
感が創出される．
　（仮説3：空き時間の有効利用）　働きたい時間
を登録することにより，SOHOワーカは，家事・育
児・介護等から開放される時間を選んで働くこと
が可能となる．また，SOHO作業の進捗管理者は，
仕事をしたいと登録しているSOHO ワーカを優先
的に仕事を割り当てることが可能となる．
　（仮説4：人間関係）　互いにメンバの存在や気
分に関する情報を共有することによって，メンバ
間の人間関係がより深くなり，メンバとの関わり
方に何らかの変化が生じる．
　（仮説5：通信行為）　仕事中／仕事以外の状態，
仕事を開始／中断してからの経過時間，およびコ
ミュニケーション意欲に関する気分をメンバ間で
共有することにより，メンバ間のコミュニケー
ションが誘発される．

　仮説1，5については，支援システムの導入前，
導入中，撤去後のインタビュと SOHO ワーカが実

験期間中に作成する通信記録を用いて評価した．
また，仮説2，3，4 の評価項目に関しては，3回
のインタビュ結果により評価を行った．

5 .5 .5 .5 .5 .　実験結果　実験結果　実験結果　実験結果　実験結果
　第5章では，仮説1から仮説5に対する実証実
験の結果と示す.
5 . 15 . 15 . 15 . 15 . 1　コミュニケーション効率　コミュニケーション効率　コミュニケーション効率　コミュニケーション効率　コミュニケーション効率
　コミュニケーション効率は，各SOHO ワーカが
実験期間中に記録した通信記録と，インタビュに
よって評価する．各SOHOワーカは，電話，チャッ
ト，電子メールの 3 種類の通信手段を用いたコ
ミュニケーションの発生時に通信記録を作成し，
コンタクトのタイミングが，「よかった」，「どちら
でもない」，「よくなかった」の3段階で主観評価
を行っている．
　図7にコミュニケーション効率の実験結果を示
す．図7より，リアルタイム性を要求される電話，
チャットにおいて，システム導入中のコンタクト
のタイミングが，システム導入前に比べて顕著に
よくなったことがわかる．この理由に関して，イ
ンタビュでは，コンタクトを取る相手が仕事中で
あるかどうか，話しかけてもよいかどうかを判断
基準としたためであるという意見が多かった．ま
た，システムを使用しているにも関わらずタイミ
ングがよくなかった理由としては，各SOHO ワー
カの操作によって仕事中／仕事以外の状態表示が
変化するため，急な外出や用事ができた場合に操
作し忘れることがあったことがあげられた．
　電話，チャットに比べてリアルタイム性に対す
る要求の小さい電子メールにおいては，システム
導入中は，相手が仕事をしていることを前提に
メッセージを作成することがあるため効率がよく
なったという意見や，すぐに読んでもらえる期待
度が高まったという意見が多かった．しかしなが
ら，相手に返事を早く返さなければならないとい
う圧迫感があったという意見もあった．
　このような結果から，コンタクトに対する応答
の義務感というSOHO ワーカの負担は増加するも
のの，仮説1のように仕事仲間におけるコミュニ
ケーション効率は向上すると考えられる．

5. 25 . 25 . 25 . 25 . 2　つながり感　つながり感　つながり感　つながり感　つながり感
　本実証実験においては，「つながり感」に関する
評価尺度として，SOHOグループの他のメンバの存
在感，SOHO作業における安心感，およびグループ
内の連帯感を用いた．評価は，システム導入前，
導入時，撤去後のインタビュ結果を用いて行って
いる．表2 にインタビュ結果を示す．
　導入前のインタビュより，各SOHOワーカが，独

図６　システム構成

　　　　　　 (a)電話　　　　　　　　　　　　(b)チャット　　　　　　　　　　　(c)電子メール
図7 コミュニケーション効率

◆働きたい人の検索
◆代理SOHOワーカの検索

DB

◆メンバの状況の共有
◆働きたい時間の登録

ネットワーク

管理サーバ

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

◆働きたい人の検索
◆代理SOHOワーカの検索

DB

◆メンバの状況の共有
◆働きたい時間の登録

ネットワーク

管理サーバ

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

クライアント
PC

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

割
合
　

(%
)

よかった
どちらでもない
よくなかった

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

割
合
　

(%
)

よかった
どちらでもない
よくなかった

よかった
どちらでもない
よくなかった

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

割
合
　

(%
)

よかった
どちらでもない
よくなかった

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

割
合
　

(%
)

よかった
どちらでもない
よくなかった

よかった
どちらでもない
よくなかった

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

よかった
どちらでもない
よくなかった

割
合
　

(%
)

0

20

40

60

80

100

導入前 導入中 撤去後

よかった
どちらでもない
よくなかった

よかった
どちらでもない
よくなかった

割
合
　

(%
)

研究会Temp 
－92－



りで仕事をしているときに孤独を感じる，いっ
しょに仕事をしているという連帯感を感じない等
の心理的負担を感じていることが伺える．また，
メンバと接するためのきっかけがないなどのコ
ミュニケーションの課題もあることがわかる．
　このような課題に対して，支援システムを導入
すると，同じ仕事をしていることを知っていて，
さらに今いっしょに仕事をしていることがわかる
と連帯感や安心感が増すという結果が得られた．
また，各 S O H O ワーカに割り当てたアイコンが
各々のSOHO ワーカを想像する対象となり，アイ
コンの表情の変化は，各SOHO ワーカに与える印
象やグループ全体の雰囲気にまで影響を与えると
いうことがわかった．さらに，他のメンバが長時
間仕事をしていることを知り，自分もがんばろう
という気持ちが生ずる反面，みんなががんばって
いるときに独りだけ仕事を切り上げることができ
ないなどの通常のオフィスに似た現象が生じてい
た．
　システム撤去後のインタビュでは，日常生活に
おいても，メンバのことをふと想像することがあ
り，特に全員のアイコンが揃っていた時間帯にな
ると，PCに向かって仕事をしているメンバの姿を
想像することがあるというコメントが得られた．
また，システムを使用しながら分担作業を行う過
程において，困ったときには素直に頼ることがで
きるという安心感が増加したと思われる．
　図8は，他のメンバの存在感，安心感，連帯感
に関して，支援システム設置前と設置後の変化量
を調査したアンケート結果である．変化量につい
ては，支援システム設置前を基準（0）として，各々
の尺度に対する増減をSOHO グループの各メンバ
（A～E）について11段階で調べた．図8より，離
れた場所で働く仲間のつながり感を構成する存在
感，安心感，連帯感の全てにおいて，5人全員と
も増加傾向にあることがわかる．
　このような結果より，存在や気分に関する情報
を共有しながら，同じ目的に向かって分担作業を
進める過程において，仕事仲間の存在感が大きく
なり，グループ内の連帯感や安心感が増加する傾
向にあることがわかった．

5 . 35 . 35 . 35 . 35 . 3　空き時間の有効利用　空き時間の有効利用　空き時間の有効利用　空き時間の有効利用　空き時間の有効利用
　家事・育児から開放される時間を有効に利用す
ることに対する支援システムの有効性についてイ

ンタビュを行った．システム設置中および撤去後
に行ったインタビュの主な結果を表 3 に示す．
　支援システムを使用するメリットとしては，仕
事が割り振られる前に自分の予定が考慮されやす
くなったこと，忙しい時間をメンバに伝えやすく
なったことが挙げられている．しかしながら，今
回は元々5人という少人数で仕事を分担している
ため，1人あたりの役割が大きく，働きたい時間
を多く登録すると予想以上の仕事量を割り当てら
れそうになり困惑することがあったというデメ
リットが生じた．また，予定の入力が簡単でわか
りやすいが，私的な予定と仕事の予定を区別すべ
きであるというコメントがあった．改善すべき点
として，携帯電話等を用いて外出先から予定を変
更できる機能，週単位・月単位等の長期的な忙し
さを示す機能に関するニーズがあることがわかっ
た．これは，主婦には完全な空き時間というもの
がなく，突然の外出が生じたり，入学式等の家族
行事によって忙しい時期が左右されるためである
と考えられる．
　今回の実験では，一般的なスケジューラよりも
比較的簡単なツールを用いて，より柔軟に働く時
間を選択できるようにすることを目的とした．実
験結果より，作業進捗管理者が各SOHO ワーカに
仕事を割り当てる段階では，作業進捗管理者と
SOHOワーカの双方に効果があることがわかった．
しかしながら，分担作業の進行中に柔軟な仕事の
割り当てを実現するためには，SOHO ワーカの生
活習慣に合わせたカスタマイズが必要である．

5. 45 . 45 . 45 . 45 . 4　人間関係　人間関係　人間関係　人間関係　人間関係
　人間関係に関しては，支援システムを用いて分
担作業を行う過程において，人的交流，グループ
内の役割分担，上下関係等の面で，メンバとの関
わり方に変化が生じるかどうかを検証した．
　表4にインタビュ結果を示す．システム導入前
のインタビュでは，全てのメンバが，働く場や仲
間を作る場としてSOHOグループに属しているが，
SOHO グループに対する思いは，育児の負担の程
度等によってまちまちであったことがわかる．ま
た，全てのメンバが主婦であるため，学校の父兄
のように対等な関係であり，単なる仕事仲間と認
識していたと考えられる．
　これに対して，導入中のインタビュでは，互い
に存在に関する情報を共有しているうちにメンバ
の生活パターンがわかるようになり，相手の生活
習慣を考慮して接するようになるという意見が多
かった．また，アイコンの表情や状態の変化を見

図8 つながり感への影響

表2 つながり感に関するインタビュ結果 表3 空き時間有効利用に関するインタビュ結果
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て，相手の気持ちを推測しているうちに，メンバ
の人物像が明確になっていくという意見もあっ
た．特に，グループ内の人間関係が深くなってい
く過程において，所属期間の短かったメンバがグ
ループに打ち解けていく様子をメンバ全員が感じ
取っていたことに存在や気分に関する情報のやり
取りの効果があったのではないかと考えられる．
　撤去後のインタビュでは，システムがなくとも
メンバの生活パターンを記憶しているので，相手
の生活習慣に応じたコンタクトの取り方をしたと
いうコメントが得られた．この結果より，分散環
境においても，仕事仲間の生活習慣を理解するこ
とで，フレックスタイム制と同様なメンバ間のや
り取りが期待できると考えられる．また，共通の
作業過程や達成感を共有することによって，役割
分担がはっきりし組織化が進んでいること，メン
バおよびグループにとってメリットのある発言が
増加することなどから，仮説4のようにメンバと
の関わり方に変化が生じたことがわかる．

5. 55 . 55 . 55 . 55 . 5　通信行為　通信行為　通信行為　通信行為　通信行為
　存在や気分に関する情報が，電話や電子メール
等を用いたコミュニケーションを誘発したかどう
かについて検証する．図9に，支援システム導入
時（第2週から第6週）に発生した通信行為のきっ
かけに関する分布を示す．
　図9より，全ての通信行為のうち，支援システ
ムがきっかけとなった通信行為は6％程度であり，
多少の通信行為は誘発するものの，支援システム
の通信行為全体に対する影響は小さいものと考え
られる．また,図10に支援システムがきっかけと
なった通信の詳細なきっかけに関する分布を示
す．図10に示すように，支援システムがきっかけ

となる通信行為は，コンタクトを取る相手が仕事
中である場合に集中していることがわかる．シス
テム導入中のインタビュからも，お互いが仕事中
であるときは，思いついたことを議論したり，雑
談をしたりしやすかったというコメントが得られ
ており，主婦層のSOHOワーカにとって，SOHO作
業の時間は，仕事仲間とのコミュニケーションを
行う重要な時間となっていると考えられる．ま
た，コンタクトを取る相手が仕事中であることを
きっかけとしたことで，システム導入前に発生し
ていた行き違いが改善されたため，通信行為自体
の総数は変わらないが，コミュニケーションの効
率が向上したという意見が多かった．このような
結果から，存在や気分に関する情報を仕事仲間の
間で共有することは，コミュニケーションの効率
を向上させる手段のひとつとなるが，通信行為を
誘発する主要な要素とはならないと考えられる．

6 .6 .6 .6 .6 .　むすび　むすび　むすび　むすび　むすび
　主婦等の在宅・NPO系SOHOワーカで構成される
S O H O グループに対して，仕事仲間におけるコ
ミュニケーション支援と効率のよい仕事の割り当
てを目的とするをSOHO グループ・コミュニケー
ション支援システムを提案し，システムの有効性
を検証するための実証実験を行った．
　コミュニケーション支援を目的としてSOHO グ
ループ内で存在や気分に関する情報を共有するこ
とにより，コミュニケーション効率が向上した
り，グループ内の安心感や連帯感が増加するなど
の効果があることがわかった．さらに，支援シス
テムを使用しているうちに，メンバの生活習慣や
行動パターンを理解することにより，グループ内
の人間関係がより深くなり，仕事仲間としての関
わり方に変化が生じた．SOHO ワーカへの負担の
増加分として，メンバのコンタクトに対する応答
への義務感や，独りだけ仕事を中断することに対
する罪悪感などが生じることもわかった．
　また，家事，育児との両立を目的とした柔軟な
仕事の割り当てについては，仕事を割り当てる初
期段階では仕事をしたいSOHO ワーカに効果的に
割り当てることができるが，SOHO ワーカの生活
習慣や急な外出，および年中行事に対応した予定
の入力方法等が望まれていることがわかった．
　今後は，存在や気分に関する情報のセンシング
と取得情報の活用方法，および SOHO ワーカへの
負担の軽減について検討する．
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表 4 人間関係に関するインタビュ結果
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